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論文内容の要旨
今世紀の初め ， Bridgman は高圧力下における物質の電気抵抗及び体積をピストンシリンダ一式高
圧装置を用いて測定した。それ以来，多くの研究者によっていろいろな高圧発生装置が研究され，い
ろいろな物質の物理的，化学的性質が高圧下において調べられた。
これとは別に，約10年程前から圧力下において X線回折を行なう研究が続けられてきた。 X線ビー
ムを圧縮された物質に直接通し，試料からの回折ビームを試料の後部においであるフィルムに受ける。
この回折ビームを解析することによって，圧縮された状態にある物質の格子定数，結晶構造等の結晶
学的情報を得ることができる。
著者は高圧X線回折装置を新しく開発した。この装置では八個のアンピルによって圧力を発生させ
るので，固体の圧力媒体を用いたにもかかわらず発生圧力は他の装置のものにくらべて，より静水圧
に近いものであると考えられる。この装置の詳細及び実験方法が Part-I にまず述べられている。次
いで，物質の相転移圧力値を決める実験について述べてある。
Part-II には，地球の上部マントルの主要構成物質である β 及び y-Mg2Si0 4 の圧縮実験について述
べ，これから両物質の zero-pressure isothermal bulk modulus を求めた。この bulk modulus は地球の
内部構成について重要な情報をもたらす地震波の速度と関係づけられている。マントルの主要構成物
質の bulk modulus を明らかにした本論文は地球のマントルの構成を理解するうえにおいて重要な文典
になる。
泊せっ“
論文の審査結果の要旨
申請者は，新しく高圧下における X線回折装置を研究し，実用可能なものを得た。八個のアンピル
によって圧力を発生させるもので，固体の圧力媒体を使用したにもかかわらず，発生圧力は他の装置
のものに比べて，より高く且つ静水圧に近い。
この装置における発生圧力の検定には NaCl scale を用いた。圧力容器内に NaCl を入れれておき，
X線回折によって求めた NaCl の格子定数から状態方程式を使って圧力値を決定した。この NaCl
scale を使用して， Bi 1 -ll ，皿 -v及び SnI-ll転移の起こる圧力をそれぞれ25.2 :!1.5, 73. 5 士
2.8及び93.1:::!:4.5kb と決めた。
論文の芳二部で申請者は，地球のマントルの主要構成物質である。β 及び Y一Mg zSiü4の100kb まで
の圧縮 Data を得，これから両物質の非圧縮率K が1 .45:::!:0 .4， 2.13:::!:O.1 Mbであると決定した。
非圧縮率は，地球の内部構成について重要な情報をもたらす地震波の速度と直接に関係し，地球のマ
ントルの球殻層状構成を理解するうえにおいて重要な資料になる。
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